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独立行政法人住宅金融支援機構 第３期中期目標 新旧対比表（案） 

第３期中期目標（改正案） 第３期中期目標（現行） 

（２） 住宅融資保険等事業 

民間金融機関が住宅の建設等に必要な資金を円滑に供給できるよ

うにするとともに、住宅確保要配慮者が家賃債務保証業者による

保証を受けやすくなるよう、機構が保険引受という形でリスクを

分担して支援する次の取組を行うこと。 

 

①～②（略） 

 

③住宅確保要配慮者の居住の安定の確保を図るため、信用リスク

の管理等を適切に行いつつ、家賃債務保証保険業務を的確に行う

こと。 

 

④（略） 

 

 

 

⑤社会経済情勢に対応した調査研究を行い、民間金融機関等のニ

ーズや要望を踏まえつつ、制度・運用の見直し等を行うことによ

り、新たな住宅循環システムの構築や建替え・リフォームによる

安全で質の高い住宅への更新等に対応した住宅ローンの供給等を

支援すること。 

 

（２） 住宅融資保険事業 

民間金融機関が住宅の建設等に必要な資金を円滑に供給できるよ

う、機構が保険引受という形でリスクを分担して支援する次の取

組を行うこと。 

 

 

①～②（略） 

 

 

 

 

 

③保険金の支払審査を的確に行うとともに、保険金を支払った債

権については民間金融機関と連携しながら積極的な回収に努める

こと。 

 

④社会経済情勢に対応した調査研究を行い、民間金融機関等のニ

ーズや要望を踏まえつつ、制度・運用の見直し等を行うことによ

り、新たな住宅循環システムの構築や建替え・リフォームによる

安全で質の高い住宅への更新等に対応した住宅ローンの供給を支

援すること。 

 


